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手
　
嘉
島
町
献
穀
事
業
の
稲
刈
り
は
昔
な
が
ら
の
手
刈
り
（
写
真
右
）。

続
け
て
時
計
回
り
に
▽
嘉
島
中
の
生
徒
た
ち
が
手
と
手
を
携
え
て
練

り
上
げ
た
学
年
劇
。
３
年
生
の
舞
台
か
ら
▽
手
が
伸
び
る
先
に
は
六
嘉

神
社
「
獅
子
の
棚
登
り
」
の
縁
起
物
ボ
タ
ン
の
花
（
造
花
）▽
嘉
島
幼

稚
園
運
動
会
の
綱
引
き
。
園
児
た
ち
の
手
に
力
が
入
る
▽
そ
し
て
、
上

益
城
郡
中
学
駅
伝
で
嘉
島
中
の
女
子
Ａ
は
２
連
覇
達
成
の
栄
誉
を
手

に
し
た
。



　

東
日
本
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
台
風
19
号
で
被
災
し
た
自
治
体

支
援
の
た
め
「
嘉
島
町
台
風
19
号
災
害

支
援
金
」
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
被

災
し
た
自
治
体
の
中
に
は
熊
本
地
震
の

際
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
町
を

ご
支
援
い
た
だ
い
た
静
岡
県
や
福
島
県

も
含
ま
れ
て
お
り
、
今
回
の
支
援
金
は
、

特
に
被
害
の
大
き
い
福
島
県
に
贈
ら
れ

ま
す
。

　

既
に
役
場
、
町
民
会
館
、
町
社
協
に

募
金
箱
を
設
置
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

賛
同
、
支
援
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。

　

台
風
19
号
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明

者
は
90
人
を
上
回
り
、
全
半
壊
の
住
宅

１
６
０
０
棟
超
、
床
上
、
床
下
浸
水
は

い
ず
れ
も
３
万
棟
以
上
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　
　

役
場
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

台
風
19
号
被
災
地
へ

支
援
金

嘉
島
町
、受
け
付
け

被災宅地復旧支援事業の申請期限
＊ 支援事業による復旧をお考えの方は、令和２年３月末までの申請、 
もしくは同期限内に申請する旨の届け出（仮申請）が必要です！

　平成28年熊本地震発生時に住宅（民間企業や団体などの社宅や寮は含まない）のために供され
ていた宅地（分譲宅地などの宅地開発の事業用の宅地は除く）。

対 象 宅 地

　対象経費から50万円を控除した額に３分の２を乗じた額（上限額633万３千円）
　※補助金の申請は、１宅地につき１回とします。

補 助 金 額

　被災宅地の復旧を行う所有者、管理者または占有者
　※管理者または占有者は、所有者の全部または一部から工事施工について承認を受けた場合。

補助の対象者

（１）復旧工事
　　 被災宅地の原形復旧を基本とした次に掲げる工事
（構造基準を満たすものへの変更を含む）

　　ア　のり面の復旧工事
　　イ　 擁壁の復旧工事（旧擁壁の撤去、擁壁に関す

る排水施設設置工事を含む）
　　ウ　地盤の復旧工事（陥没への対応工事を含む）
（２）地盤改良工事
　　 液状化が発生したとみられる区域における液状化

の再度災害防止のための住宅建屋（住宅および住
宅に付属する用途に供する建築物）下の地盤改良
工事

（３）住宅基礎の傾斜修復工事
　　住宅建屋の基礎の沈下または傾斜を修復する工事

対 象 工 事

役場建設課
　☎２３７－２６１９
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◇
片
山
元
総
務
相
が
講
演　

嘉

島
町
民
会
館
で
10
月
１
日
、
県
町

村
議
会
議
員
研
修
会
が
開
か
れ
、

嘉
島
町
議
は
じ
め
各
自
治
体
の
議

員
や
議
会
事
務
局
職
員
ら
約
４
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
蒲
島
郁

夫
知
事
が
駆
け
つ
け
、
元
総
務
相

の
片
山
善
博
・
早
大
大
学
院
教
授

＝
写
真
右
端
＝
が
「
こ
れ
か
ら
の

議
会
の
あ
り
方　

議
員
へ
の
期

待
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。
片
山

氏
は
自
ら
務
め
た
鳥
取
県
知
事

時
代
の
体
験
を
例
に
挙
げ
な
が

ら
「
地
方
自
治
体
の
最
高
意
思
決

定
機
関
は
議
会
」
と
改
め
て
訴
え
、

民
主
主
義
に
欠
か
せ
な
い
町
議
会
、

村
議
会
の
活
性
化
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

心
配
さ
れ
た
が
、
関
係
者
の
皆
さ

ん
の
ご
指
導
、
協
力
で
収
穫
に
こ

ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
精
米
し
た
献
穀
米
は
30

日
、
坂
井
さ
ん
夫
妻
が
荒
木
町
長

と
共
に
宮
内
庁
を
訪
ね
て
供
納
さ

れ
ま
し
た
。

　

五
穀
豊
穣
（
ほ
う
じ
ょ
う
）
に

感
謝
す
る
宮
中
行
事
「
新
嘗
祭

（
に
い
な
め
さ
い
）」
の
献
穀
事
業

は
今
年
、
新
天
皇
ご
即
位
に
伴
っ

て
「
大
嘗
祭
（
だ
い
じ
ょ
う
さ

い
）」
の
一
環
で
執
り
行
わ
れ
ま

す
。
坂
井
さ
ん
夫
妻
は
じ
め
全
国

の
献
穀
者
が
供
納
す
る
コ
メ
と
ア

ワ
は
庭
積
（
に
わ
づ
み
）
の
机
代

物
（
つ
く
え
し
ろ
も
の
）
に
充
て

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

熊
本
か
ら
の
献
穀
事
業
は
県
内

10
地
区
の
持
ち
回
り
。
上
益
城
５

町
が
当
番
年
の
今
年
、
嘉
島
が
初

め
て
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
献
穀
者
に
選
ば
れ
、
栽

培
に
当
た
っ
た
地
元
の
農
業
者
、

坂
井
信
房
さ
ん
、
靖
子
さ
ん
夫
妻

が
抜
け
る
よ
う
な
秋
空
の
下
、
同

事
業
推
進
協
議
会
長
の
荒
木
町
長
、

副
会
長
の
梶
原
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

組
合
長
か
ら
受
け
取
っ
た
鎌
で
初

穂
を
刈
り
取
り
。

　

続
い
て
、
嘉
島
中
の
生
徒
た
ち

が
烏
帽
子
（
え
ぼ
し
）
に
白
ば
か

ま
の
刈
男
（
か
り
お
）、
す
げ
が

さ
で
か
す
り
着
物
に
あ
か
ね
だ
す

き
の
刈
女
（
か
り
め
）
に
扮
（
ふ

ん
）
し
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
献
穀

田
の
稲
を
昔
な
が
ら
に
鎌
で
収
穫
。

　

荒
木
町
長
が
町
か
ら
初
め
て
の

献
穀
と
な
る
栽
培
の
労
を
ね
ぎ

ら
っ
た
の
に
対
し
、
坂
井
さ
ん
が

「
台
風
な
ど
天
候
不
順
の
影
響
が

清
祓
（
き
よ
は
ら
い
）・
播
種
祭

（
は
し
ゅ
さ
い
）、
６
月
の
御
田
植

祭
に
続
き
、
町
内
外
の
関
係
者
ら

約
１
０
０
人
が
参
加
。

　

嘉
島
町
献
穀
事
業
で
10
月
13

日
、
収
穫
の
稲
刈
り
に
当
た
る
抜

穂
祭
（
ぬ
き
ほ
さ
い
）
が
井
寺
の

水
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
月
の

3

刈
り
取
っ
た
初
穂
を 

荒
木
町
長
に
手
渡
し
た
献
穀
者
の 

坂
井
信
房
さ
ん
、
靖
子
さ
ん
夫
妻

　

嘉
島
町
の
地
価
は
上
昇
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
熊

本
県
が
９
月
19
日
に
発
表
し
た
２
０
１
９
年
７
月
１
日
時

点
の
県
内
基
準
地
価
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
基
準
地
価
の
平
均
変
動
率
が
住

宅
地
や
商
業
地
な
ど
全
用
途
で
上
昇
し
た
の
は
熊
本
市
内

全
５
区
の
ほ
か
、
嘉
島
町
や
益
城
町
、
御
船
町
な
ど
９
市

町
村
で
し
た
。

　

嘉
島
町
の
上
昇
率
は
２
・
５
％
。
こ
れ
を
用
途
別
に
見

ま
す
と
、
住
宅
地
が
２
・
４
％
、
商
業
地
２
・
７
％
の
伸

び
。
住
宅
地
は
震
災
の
翌
17
年
が
０
・
９
％
で
、
昨
年
も

１
・
８
％
と
、
着
実
に
進
む
復
旧
・
復
興
ぶ
り
を
映
す
よ

う
に
上
昇
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
の
基
準
地
価
は
県
内
全
域
で
２
年
連
続
の

上
昇
、
率
に
し
て
０
・
５
％
増
。
た
だ
熊
本
都
市
圏
が
相

次
ぐ
再
開
発
な
ど
で
上
昇
基
調
と
な
る
一
方
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
が
進
む
県
北
、
県
南
の
圏
域
は
下
落
す
る
二
極

化
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

稲刈り 実りに感謝
嘉島町献穀田で抜穂祭嘉

島
町
の
基
準
地
価

上昇傾向 
 なお続く
県発表　７月１日時点
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嘉島町　平成30年度一般会計決算

52億1561万円８千円歳
出
総
額

歳
入
総
額
57億4794万円８千円

▽
保
育
所
児
童
措
置
費
扶
助

　
　
　

４
億
６
３
７
万
６
千
円

▽
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　

２
億
９
２
４
１
万
円

▽
上
益
城
消
防
組
合
負
担
金

　
　
　

１
億
３
２
１
８
万
５
千
円

▽
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　

１
億
２
４
６
０
万
８
千
円

▽
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

　
　
　

１
億
２
３
９
３
万
円

▽ 

益
城
嘉
島
西
原
環
境
衛
生
施
設

組
合
負
担
金

　
　
　

８
９
９
５
万
３
千
円

平
成
30
年
度

　
　
　

主
な
事
業

平成30年度
嘉島町特別会計決算

国民健康保険
歳　入 11億9799万 3千円
歳　出 10億2977万 1千円

住宅新築資金等
歳　入 46万4千円
歳　出 10万0千円

介護保険
歳　入 8億9534万 0千円
歳　出 8億1862万 9千円

公共下水道事業
歳　入 7億6607万 0千円
歳　出 7億3161万 2千円

後期高齢者医療
歳　入 1億2456万 8千円
歳　出 1億1969万 7千円

簡易水道事業
歳　入 2036万 8千円
歳　出 1972万 8千円

議会費 6469万3千円
総務費 6億0453万6千円
民生費 14億9587万2千円
衛生費 4億0458万5千円

農林水産業費 3億5396万3千円
商工費 690万1千円
土木費 8億4218万0千円
消防費 1億7174万8千円
教育費 3億9757万8千円

災害復旧費 5億0217万8千円
公債費 3億7138万4千円

平成30年度

歳出決算額 52億1561万8千円

町税 15億6993万1千円
繰入金 3億2026万1千円

分担金および負担金 1億0883万5千円
使用料および手数料 5310万1千円

財産収入 639万9千円
繰越金 4億4958万2千円
諸収入 2億2770万4千円
寄付金 3568万3千円

地方交付税 8億0132万3千円
地方特例交付金 1134万0千円

国県支出金 14億7063万9千円
地方譲与税 4090万5千円
利子割交付金 152万4千円
配当割交付金 294万7千円

株式譲渡所得割交付金 226万3千円
地方消費税交付金 2億1312万1千円

自動車取得税交付金 967万9千円
交通安全特別対策交付金 197万9千円

町債 4億2073万2千円

平成30年度 歳入決算額 57億4794万8千円

歳入

町税
27.3%

繰越金
7.8%

地方交付税
地方特例交付金
14.2%

国県支出金
25.6% 繰入金 5.6%

町債
7.3%

地方消費税交付金 4.0%
地方譲与税 0.7%

分担金負担金 1.9%
依存財源（51.8％） 自主財源（48.2％）

使用料および手数料 0.9%
財産収入・寄付金・諸収入 4.7%

歳出

総務費
11.6%

衛生費
7.8%

土木費
16.1%

災害復旧費
9.6%

民生費
28.7%

公債費
7.1%

議会費 1.3%

商工費 0.1%
農林水産業費 6.8%

教育費 7.6%

消防費 3.3%
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歳　

入

　

町
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
57
億

４
７
９
４
万
８
千
円
は
、
前
年

度
か
ら
実
に
26
・
０
％
の
大
幅

減
。
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る

国
・
県
か
ら
の
支
出
金
が
14
億
７

０
６
３
万
９
千
円
（
構
成
比
25
・

６
％
）、
町
債
（
一
般
家
庭
の
借

入
金
）
も
４
億
２
０
７
３
万
２
千

円
（
同
７
・
３
％
）
に
、
そ
れ
ぞ

れ
前
年
か
ら
15
億
１
６
４
８
万
５

千
円
、
８
億
１
３
５
６
万
３
千
円

嘉
島
町
　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
決
算

自主財源比 
 48.２％へ

歳入　 
26.0％減

も
の
減
額
と
な
る
な
ど
し
た
た
め
。

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
が
一
巡

し
た
数
字
的
な
表
れ
の
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
町
税
は
15
億
６
９
９
３

万
１
千
円
（
同
27
・
３
％
）
に
前

年
度
か
ら
１
億
２
８
４
６
万
５
千

円
、
８
・
９
㌽
の
ア
ッ
プ
。「
基

金
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
も
あ
っ

て
」
総
額
が
27
億
７
１
４
９
万
６

千
円
に
上
っ
た
自
主
財
源
の
構
成

比
が
48
・
２
％
へ
前
年
度
の
30
・

５
％
か
ら
大
き
く
伸
び
ま
し
た
。

こ
れ
は
震
災
前
の
水
準
（
45
％
前

後
〜
50
数
％
）
で
す
。

特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
は
じ
め
町
の
平

成
30
年
度
の
六
つ
の
特
別
会
計
の

歳
入
総
額
は
30
億
４
８
０
万
３
千

円
、
歳
出
総
額
27
億
１
９
５
３
万

７
千
円
で
、
い
ず
れ
も
対
前
年
度

比
11
・
０
％
、
11
・
３
％
の
２
け

歳　

出

　

歳
入
総
額
と
同
様
、
歳
出
総
額

52
億
１
５
６
１
万
８
千
円
は
、
震

災
に
伴
っ
て
73
億
円
超
ま
で
膨
ら

ん
だ
前
年
度
か
ら
一
気
に
20
億
９

９
２
２
万
２
千
円
、
率
に
し
て

28
・
７
％
も
の
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

震
災
関
連
が
軒
並
み
減
額
。
災

害
廃
棄
物
処
理
を
含
む
衛
生
費
が

４
億
４
５
８
万
５
千
円
に
前
年
度

か
ら
12
億
６
７
２
５
万
４
千
円
、

75
・
８
㌽
も
の
減
額
と
な
る
中
、

災
害
公
営
住
宅
新
築
の
た
め
土
木

費
を
８
億
４
２
１
８
万
円
（
構
成

比
16
・
１
％
）
に
増
額
す
る
な
ど

重
点
配
分
も
。

　

歳
出
を
性
質
的
に
見
た
場
合
、

経
常
的
経
費
の
う
ち
補
助
費
な
ど

が
９
億
７
３
４
０
万
７
千
円
（
同

18
・
７
％
）
で
、
義
務
的
経
費
の

扶
助
費
８
億
５
３
７
４
万
５
千
円

（
同
16
・
４
％
）、
借
金
返
済
の
公

債
費
も
３
億
７
１
８
８
万
４
千
円

（
同
７
・
１
％
）
と
か
さ
ん
で
き

て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
嘉
島
町
一
般
会
計
と
、
国
民
健

康
保
険
な
ど
町
の
六
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
が
９

月
定
例
町
議
会
（
９
月
２
〜
６
日
）
で
、
い
ず
れ

も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
57
億
４
７
９
４
万

８
千
円
で
、
歳
出
総
額
52
億
１
５
６
１
万
８
千
円
。

自
治
体
財
政
健
全
化
法
で
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
健
全
度
判
断
の
４
指
標
は
「
将
来
負
担
比

率
」（
財
政
規
模
に
対
し
て
将
来
の
負
債
が
占
め

る
割
合
）
が
67
・
８
％
で
前
年
度
か
ら
７
・
１
㌽

ア
ッ
プ
す
る
な
ど
し
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
早
期

健
全
化
の
基
準
内
に
収
ま
っ
て
い
ま
す
。

た
減
。

　

国
保
の
一
般
被
保
険
者
１
人
当

た
り
の
医
療
費
は
45
万
７
６
１
２

円
で
対
前
年
度
比
３
・
０
％
減

だ
っ
た
も
の
の
、
介
護
保
険
と
後

期
高
齢
者
医
療
の
両
特
別
会
計
は

制
度
改
正
な
ど
で
歳
入
、
歳
出
と

も
膨
ら
み
ま
し
た
。

先述の通り自治体財政の健全度判断４指標はい
ずれも基準内で、町の貯金に当たる財政調整基
金など八つの基金積み立ても前年度から９. ８％
の減額ながら 20 億 7124 万４千円に上っていま
す。ただ、震災に伴う起債償還が本格化するのを
控え、「実質公債費比率」（借金返済額の割合）が
前年度の６. ４％から７. ２％へ上昇し、財政運営

の自由度を示す「経常収支比率」（町の歳入に対
し、人件費や社会保障費、公債費など経常的に必
要な費用の割合）も 91. ２％と対前年度比２. ８
㌽増。震災に伴う復旧・復興財政からの軌道修正
に当たっては財政規律を厳守し、引き続き健全財
政を徹底してまいります。

（財政係）

起債償還控え財政規律厳守

かさむ経常、 
 義務的経費

歳出 
28.7％減
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嘉
島
町
「
町
民
講
座
」
が
10
月
18
日
、
町
民
体

育
館
で
開
か
れ
、
受
講
者
た
ち
が
体
力
テ
ス
ト
と

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

長
座
体
前
屈
や
開
眼
片
足
立
ち
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

庁
「
体
力
・
運
動
能
力
調
査
」
に
取
り
組
む
一
方

＝
写
真
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
吹
き
矢
協
会
熊
本
御
船
支

部
の
梶
原
光
生
支
部
長
の
指
導
で
競
技
用
の
的
を

使
っ
て
試
技
。
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
は
高
齢
者
も
手

軽
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
腹
式
呼
吸
が
健
康

づ
く
り
に
役
立
つ

と
い
わ
れ
、
受
講

者
た
ち
は
楽
し
そ

う
に
挑
ん
で
い
ま

し
た
。

　

同
講
座
は
町
内

外
か
ら
講
師
を
招

き
、
隔
月
で
開
講
。

次
回
は
12
月
13
日
、

人
権
を
テ
ー
マ
に

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
民
会
館
で
10
月
17
日
、
県
商
工
会
女
性

部
連
合
会
の
第
42
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
が
歓
迎
す
る
中
、
嘉
島
は
じ
め
一
堂

に
会
し
た
県
内
の
各
商
工
会
女
性
部
が
ダ
ン
ス
や

寸
劇
、
合
唱
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
を

次
々
に
披
露
。
交
流
を
図
る
年
に
一
度
の
大
会
で

親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　嘉島町内の神社では今秋も例大祭に
伴い、恒例の子ども相撲の奉納が相次
ぎ、どこの境内も地域住民らの歓声に
包まれました。
　上島四所神社は 10 月９日に開催＝
写真上。地元の保育・幼稚園児から小
学生まで約 50 人が力のこもった熱戦

を繰り広げ、年齢・学年ごとの取り組
みに土俵の周りも応援の皆さんの歓声
に沸いていました。
　また、鯰三社宮でも同 13 日、愛ら
しい赤ちゃんの泣き相撲に、小学生力
士たちの勝ち抜き戦＝写真下。大関や
関脇、小結の番付決定戦にはひときわ
大きな歓声が上がっていました。

　嘉島町の六嘉神社で 10 月 19 日、
秋の深まりを告げる例大祭（17
日）にちなむ恒例の獅子舞が奉納
され、ハイライト「獅子の棚登
り」＝写真＝に境内は参拝者や見
物客らの歓声で沸きました。
　天気の回復を待ち、境内に組み
上げられた杉材の「登り竿（ざ
お）」は高さ 20㍍余り。すっかり
暗くなると、雌雄の獅子は独特な
戯れ「モヤ」などで力感あふれる
舞いを披露し、竿の棚登りへ。折
からの強い風の中、獅子が竿を大
きくかしがせるたびに大歓声。竿
の先端から落とされる縁起物のボ
タンの造花に、詰め掛けた人たち
が群がっていました。
　これに先立ち、保育園児から小
学６年生までの男児十数人がきら
びやかな衣装の「ツリ子」や戦士
役の「棒遣い」に扮（ふん）して
次々に登場。横笛と太鼓の調べに
乗って眠たげな獅子をけしかけた
り、なだめたりする競演を披露し
ていました。
　「六嘉の獅子舞」は、県の重要
無形民俗文化財。無病息災や五穀
豊穣（ほうじょう）を祈って例大
祭で奉納され、起源に関しては奈
良時代や加藤清正公のころなど諸
説あるといわれています。

深
ま
る
秋

呼
び
物
に
祈
り
合
わ
せ

町
内
神
社 

例
大
祭

体
力
テ
ス
ト
、
吹
き
矢
に
も

県
内
〝
商
工
女
性
〞
一
堂
に

六嘉神社
獅子の棚登り

上島四所神社 鯰三社宮
子ども相撲
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２
年
の
井
上
聖
華
さ
ん
。

　

元
年
度
の
全
国
統
一
標
語
「
ひ

と
つ
ず
つ　

い
い
ね
！
確
認　

火

の
用
心
」
に
ち
な
み
、
賛
同
の

ハ
ー
ト
マ
ー
ク
を
中
心
に
防
火
を

イ
メ
ー
ジ
し
た

井
上
さ
ん
の
作

品
は
今
シ
ー
ズ

ン
の
県
消
防
協

会
「
火
の
用
心
」

ち
ら
し
に
採
用

さ
れ
、
県
内
で

配
布
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

育
成
を
図
る
大
会
で
す
。

　

令
和
元
年
度
の
全
国
統
一
防
火

標
語
・
防
火
ポ
ス
タ
ー
募
集
に
伴

う
ポ
ス
タ
ー
県
コ
ン
ク
ー
ル
で
見

事
、
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
、
同 　

「
赤
い
羽
根
」
共
同
募
金
運
動
（
〜

２
０
２
０
年
３
月
末
）
が
10
月
１
日
に

始
ま
り
、
嘉
島
町
共
同
募
金
委
員
会
で

も
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

県
共
同
募
金
会
（
会
長
・
荒
木
町

長
）
と
全
日
空
グ
ル
ー
プ
が
同
日
、
熊

本
市
の
繁
華
街
で
開
い
た
伝
達
式
＝
写

真
＝
で
は
、
東
京
か
ら
の
第
１
便
と

な
っ
た
「
赤
い
羽
根
」
が
全
日
空
の
客

室
乗
務
員
に
よ
っ
て
荒
木
町
長
ら
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。
熊
本
市
の
保
育
園
児

た
ち
が
嘉
島
町
や
熊
本
市
な
ど
の
社
会

福
祉
協
議
会
関
係
者
ら
と
早
速
、
街
頭

募
金
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

町
社
協
で
は
年
内
い
っ
ぱ
い
浄
財
を

募
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

優
秀
な
成
績
に
相
次
ぎ
輝
い
て
い

ま
す
。

　

第
34
回
県
中
学
英
語
シ
ョ
ー
ト

ス
ピ
ー
チ
大
会
が
10
月
２
日
、
熊

本
市
で
開
か
れ
、
嘉
島
中
２
年
の

山
本
蘭
平
さ
ん
が
堂
々
の
２
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
「M

y D
ream

」

と
題
し
、
教
師
の
道
を
目
指
し
て

い
る
将
来
の
夢
を
、
２
分
間
の
制

限
時
間
を
フ
ル
に
使
っ
て
流
ち
ょ

う
な
英
語
で
表
現
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
中
学
１
・
２
年
を
対
象
に
、

英
語
表
現
力
の
向
上
や
国
際
性
の

嘉
島
中
２
年
の
山
本
蘭
平
さ
ん

　嘉島西小の児童たちが登下校する通学路が新たに整
備され、地域の安全・安心に一役買っています。
　これまで上仲間・下仲間地区の通学路となっていた
町道は一部で幅員が３. ５㍍しかなく、子どもたちを
巻き込む交通事故が懸念された上、部分的に遠回りも
余儀なくされていました。このため本年度、町が危険
箇所を迂回（うかい）し、距離的にも短くなる新たな
歩行者専用の通学路（全長約 25㍍）を整備しました。
　児童たちは９月下旬から新たな通学路を利用してお
り、保護者や地元関係者からも「これでひと安心」と
いう声が上がっています。

嘉島町が新たに整備した上仲間・下仲間地区の通学路。 
「これでひと安心」の声が上がっている

　

文
化
の
秋
―
嘉
島
中
の
生
徒
た

ち
が
県
内
の
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で

嘉島中２年の井上聖華さん

安全安心の通学路
上仲間・下仲間　新たに嘉

島
町
整
備

荒
木
町
長
「
赤
い
羽
根
」
協
力
呼
び
掛
け

県内で高い評価

頑張る嘉島中生
英語スピーチに防火ポスター

広報かしま 2019.11

7



ズ
番
組
形
式
に
し
て
紹
介
し
ま
し

た
。

　

恒
例
の
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

も
ク
ラ
ス
対
抗
で
、
学
年
ご
と
の

課
題
曲
と
各
ク
ラ
ス
の
自
由
曲
で

息
の
合
っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
。

審
査
の
結
果
、
３
年
２
組
が
学
校

代
表
と
し
て
上
益
城
郡
中
学
校
音

楽
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
習

字
・
美
術
の
作
品
や
給
食
委
員
会

な
ど
の
調
べ
も
の
の
展
示
に
加
え
、

平
成
音
楽
大
（
御
船
町
）
の
学
生

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か

れ
ま
し
た
。

写真上は２年の学年劇。職場体験からの学びを
ユーモラスに描いた。 
写真下は子ども食堂を紹介した１年の学年劇。

　嘉島町社会福祉協議会が今夏、特別養護老人ホーム
「悠優かしま」と「康寿苑」で開いた「ボランティア体験
ワークキャンプ」に参加した町内の小学生たちの手記から。

　わたしたちがワークキャ
ンプでたずねた康寿苑は、
できて 24 年目だそうです。
24 年も続いて、介護するの
は大変そうだと思いました。
　また、おじいさんやおば

あさんは、いろいろな所から来るんだとい
うことを知りました。遠くから来て大変だと
思ったし、あまり遠いと、お見まいも来れな
くて、さびしくないかな、とも思いました。
　わたしはこれから、おじいさんやおばあさ
んができないことを手伝いたいと思いました。

◇
　嘉島東小４年生が参加した特別養護老人
ホーム「康寿苑」でのワークキャンプでは、
児童たちから入所者や利用者の皆さんの様
子、施設の特徴、さらには介護に当たる職
員の方々の仕事などについて質問が相次ぎ、
苑側の回答に興味津々だったそうです。

　私は、とろみをつけたジュースを飲ん
だり、車いすに乗ったりして体験するこ
とが楽しかったです。
　車いすの体験では、たった少しの高さの
だんをのぼることもできなかったので、「周
りの人のサポートが必要だな」と思いました。

　とろみをつけたジュースの体験は、自分でとろみをつ
けて、飲んだけど、「とろみをつけていない方がおいし
いな」と私は思いました。
　〝ふくし〟とは「『ふ』だんの『く』らしを『し』あわ
せに」という言葉を覚えておきたいです。
　そして、ふだんあまり話せていないおじいちゃんやおば
あちゃんとも、新しいものや今はやっているものなどを教
えたり、昔のことを聞いたりして、たくさん話したいです。
　認知症の人とは、やさしく、大きな声でゆっくりと、
否定せずに話したいです。
　もっとたくさんの人と話していきたいと思いました。
　２学期にまた「悠優かしま」に行くので、その時は、
おじいちゃんやおばあちゃんと「たくさん話したい」と
思いました。

　

学
年
劇
で
知
ら
れ
る
嘉
島
中
の

学
習
成
果
発
表
会
が
10
月
12
日
、

「
夢
繋
（
つ
な
）
ぎ
〜
ふ
る
さ
と

か
ら
も
ら
っ
た
元
気
を
ふ
る
さ
と

に
」
を
テ
ー
マ
に
同
中
体
育
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

呼
び
物
の
学
年
劇
は
ふ
る
さ
と

嘉
島
に
フ
ォ
ー
カ
ス
。
３
年
が
調

べ
学
習
で
取
材
を
重
ね
た
「
水
害

常
襲
地
帯
」
か
ら
の
脱
却
を
物
語

化
す
れ
ば
、
２
年
は
足
手
荒
神
な

ど
の
郷
土
史
と
職
場
体
験
か
ら
の

学
び
の
２
本
立
て
、
１
年
も
町
内

の
子
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み
を
寸

劇
で
表
現
。
ま
た
、
嘉
島
の
水
と

農
業
に
つ
い
て
、
１
年
生
が
ク
イ

合唱コンクールも嘉島中

「

夢
繋
ぎ
」
学
習
の
成
果 
一
堂
に

ボランティア活動体験記
嘉島町社協ワークキャンプ

岡田　陽さん　嘉島西小６年 田代　紅さん　嘉島東小４年
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第
６
回
上
益
城
郡
親
善
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
９
月
23
日
、
益
城

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、
嘉

島
ク
ラ
ブ
（
嘉
島
町
）
が
見
事
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

郡
内
３
チ
ー
ム
が
出
場
。
嘉
島

ク
ラ
ブ
は
投
打
が
か
み
合
い
、
決

勝
戦
を
９
対
１
の
ス
コ
ア
で
前
回

覇
者
の
御
船
ク
ラ
ブ
を
下
し
ま
し

た
。
嘉
島
ク
ラ
ブ
は
郡
代
表
と
し

て
第
53
回
熊
本
県
郡
市
対
抗
一
般

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
11

月
・
水
俣
市
）
出
場
を
決
め
ま
し

た
。

　

一
方
、
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
た

男
子
６
区
間
20
㌔
は
矢
部
Ａ
が
制

し
、
嘉
島
Ａ
は
１
時
間
10
分
54
秒

で
２
位
、
Ｂ
は
11
位
で
し
た
。
Ａ

の
２
区
・
永
瀬
結
貴
選
手
（
２

年
）
が
快
走
し
て
区
間
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

賞
）、
４
区
・
石
坂
音
羽
（
２
年
）、

５
区
・
松
永
茉
緒
（
２
年
）
の
後

続
３
選
手
が
ト
ッ
プ
を
譲
ら
な
い

見
事
な
た
す
き
リ
レ
ー
。
優
勝
タ

イ
ム
49
分
34
秒
は
昨
年
の
記
録
を

１
分
９
秒
も
短
縮
。
１
年
生
主
体

の
Ｂ
は
７
位
で
し
た
。

　

第
33
回
上
益
城
郡
中
学
総
合
体

育
大
会
の
駅
伝
競
技
が
10
月
18
日
、

山
都
町
で
開
か
れ
、
嘉
島
中
の
女

子
Ａ
が
優
勝
し
、
連
覇
を
達
成
。

男
子
Ａ
も
２
位
入
賞
を
果
た
し
、

男
女
そ
ろ
っ
て
郡
代
表
と
し
て
県

大
会
（
11
月
８
日
、
天
草
市
）
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

　

女
子
は
旧
朝
日
小
周
辺
５
区
間

12
・
６
㌔
に
郡
内
11
チ
ー
ム
が
出

場
。
昨
年
、
初
優
勝
を
果
た
し
た

嘉
島
Ａ
は
１
区
の
林
凜
和
選
手

（
３
年
）
が
２
位
と
好
発
進
。
２

区
で
飯
田
愛
海
選
手
（
２
年
）
が

先
頭
に
立
つ
と
、
３
区
・
荒
木
い

ろ
は
（
１
年
＝
区
間
新
で
区
間

第
33
回
上
益
城
郡
中
学
駅
伝
で
昨
年
に
続
い
て
見
事
２
連
覇
を
飾
っ
た
嘉
島
中
の

女
子
チ
ー
ム
（
写
真
上
）。
男
子
チ
ー
ム
（
同
下
）
も
２
位
と
健
闘

校
長
に
よ
る
始
球
式
で
プ
レ
ー

ボ
ー
ル
。

　

好
ゲ
ー
ム
が
相
次
ぎ
、
最
終
日

は
４
強
が
激
突
。
決
勝
戦
で
は
、

玉
名
町
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
（
玉
名

市
）
が
３
年
連
続
決
勝
進
出
の

ガ
ッ
ツ
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
（
八
代

市
）
を
振
り
切
っ
て
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

　

第
44
回
嘉
島
町
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

杯
争
奪
少
年
野
球
大
会
が
９
月
16

〜
18
日
、
町
総
合
運
動
公
園
野
球

場
な
ど
町
内
３
会
場
で
開
か
れ
、

少
年
球
児
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

伝
統
あ
る
今
大
会
に
は
、
県
内

各
地
か
ら
24
チ
ー
ム
が
出
場
。
髙

野
隆
町
教
育
長
、
小
野
久
子
嘉
島

東
小
校
長
、
信
國
満
徳
嘉
島
西
小

県内各地から24チームが出場した第44回嘉島
町ダイヤモンド杯争奪少年野球大会から。  
写真上は選手宣誓、同下は嘉島西少年野球クラブ

上
益
城
郡
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

優
勝
し
た
嘉
島
ク
ラ
ブ

嘉
島
ク
ラ
ブ
Ｖ

上
益
城
郡
親
善 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

女子Ａ
男子Ａ２位 そろって県大会へ

上益城郡中学駅伝

出
場
24
チ
ー
ム
熱
戦

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
杯 

嘉
島
町
少
年
野
球

広報かしま 2019.11
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　嘉島町内の幼稚園、保育園の運動会が「体育の日
（10 月 14 日）」を前に相次いで開かれました。
　嘉島幼稚園は６日、呼び物のさくら太鼓で幕開け。
駆けっこにリレー、綱引き、玉入れ、表現遊戯など
で園児たちは園庭いっぱいにヒーロー、ヒロインぶ
りを存分に発揮。
　東部幼光保育園（９月 28 日）幼光保育園（10 月
５日）嘉島保育園（同 12 日）もそれぞれ町民体
育館、園庭で。園児たちが繰り広げる愛らしいパ
フォーマンスに、どの会場も駆けつけた保護者らか
ら盛んな声援が送られていました。

嘉島っ子

嘉島幼稚園

東部幼光保育園

▲嘉島保育園

▼幼光保育園

元気いっぱい

町内の幼稚・保育園運動会

広報かしま2019.11
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令和２年度 認可保育園など利用申し込み案内
　令和 2年度の認可保育園などの利用申し込み受け付けを開始します。令和 2年 4 月から 3年 3 月までの間
に利用を希望される方は、役場町民課または町内の保育園などに備え付けてある利用申込書などを受付期間
内に提出してください。申込書配布は元年 11 月 25 日（月）から開始します。
　なお、２年度は、町立幼稚園が民間移行で認定こども園へ、認可保育園も１園新設となります。
　現在、利用中の方や元年度利用の申し込みをして待機中の方も、再度お申し込みが必要です。
　また、育児休業明けなどの理由で、２年度の途中（５月以降）から利用を希望される方も必ず申し込んで
ください。出産や転入予定でも申し込みできます。
　在園児については、保育園などから申込書を配布しますので、在園先へ提出をお願いします。
　詳細については、町ホームページに掲載の「保育所など利用申し込み案内」をご覧ください。

★受付期間……11月 26日（火）～ 12月 10日（火）（土日・祝日を除く）
★受 付 先……役場町民課福祉係
★認定こども園１号利用……嘉島町にお住まいで幼稚園教育部分のみを希望される家庭
★保育園・認定こども園２号利用基準…… 嘉島町にお住まいでお子さんの保護者が次のいずれかに該当する

ことにより保育ができないと認められる家庭

　①就労（就労時間：月48時間以上）
　②妊娠、出産
　③保護者の疾病、障がい
　④同居または長期入院などの親族の介護・看護
　⑤災害復旧
　⑥求職活動（起業準備を含む）
　⑦就学（職業訓練校などにおける就業訓練を含む）
　⑧虐待やＤＶの恐れがあること
　⑨ 育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもが 
いて継続利用が必要であること

　⑩その他、上記に類する状態にあると町長が認める場合

★保 育 料…… 課税世帯の０～２歳児のご家庭は、お子さんの年齢と、父母の市町村民税の課税状況に応じ
て算定します。なお、父母の収入が著しく少ない場合は、同居の家族の中で所得の一番高い
方で算定する場合があります。兄弟姉妹同時利用軽減など減額措置もあります。なお、すべ
ての３～５歳児、非課税世帯で０～２歳児のお子さんは、幼児教育保育の無償化事業に伴い
保育料は無料です。ただし、3～ 5歳児の副食費は保護者負担となります。詳細は、広報かし
ま 9月号の折り込みちらしをご確認ください。

★利用選定…… 定員を超える申し込みがあった場合は、選考基準に基づき、保育の必要度が高い順に利用を
決定します。

★そ の 他…… 面接は行いません（ただし、電話などで提出書類に関し、確認させていただく場合がありま
す）。保育園など利用に関する相談（世帯員の変更やお子さんに関することなど）につきまし
ては、随時町民課福祉係までご相談ください。

【町内認可保育園などの概要】（11 月 1 日現在）

保育園名 所在地 電話番号 定員 ０歳
受入月齢

保育時間
（延長保育含む） その他

幼光保育園 鯰 1177 － 4 237-0601 120 人 3 カ月～ 7：00 ～ 19：00 一時保育あり
嘉島保育園 上島 925 － 1 237-1016 180 人 6 カ月～ 7：00 ～ 19：00
東部幼光保育園 下六嘉 1759 360-6103  90 人 3 カ月～ 7：00 ～ 19：00
ニチイキッズ
かしま西保育園 上島 1938 － 11 235-7551  19 人 約 2カ月

～ 2歳児 7：00 ～ 19：00

おひさまリリー保育園 下六嘉 2601 ― 120 人 3 カ月～ 7：00 ～ 19：00 一時保育あり
認定こども園
かしま幼稚園（仮） 上島 846 ― 105 人 初年度のみ

3歳児～ 7：00 ～ 19：00 預かり保育あり

≪お問い合わせ先≫　役場町民課福祉係　☎ 237‒2576（直通）
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ご
存
じ
で
す
か

？

人
権
を
考
え
る
町
民
の
集
い

○
日
時

　

12
月
７
日
（
土
）
10
時
〜

○
会
場　

　

嘉
島
町
民
会
館
ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」

○
講
演　

　

・
演
題
「
動
物
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い

か
ら
学
ぶ
人
権
問
題
」

　

・
講
師　

林
家　

卯
三
郎
さ
ん

　

１
９
７
０
年
生
ま
れ
、
岐
阜
県
出
身
。

　

岡
山
県
の
家
畜
保
健
衛
生
所
で
獣
医

師
と
し
て
４
年
間
畜
産
の
防
疫
業
務
に

携
わ
る
が
、
長
年
の
夢
を
捨
て
き
れ
ず

99
年
に
上
方
落
語
家
の
林
家
染
丸
に
入

門
す
る
。
２
０
０
２
年
、
年
季
（
修

業
）
明
け
を
許
さ
れ
現
在
に
至
る
。
天

満
天
神
繁
昌
亭
や
各
地
域
の
寄
席
に
出

演
す
る
ほ
か
大
阪
、
北
海
道
、
岡
山
な

ど
で
定
期
的
に
「
卯
三
郎
の
会
」
を
催

し
て
い
る
。

　
　

町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
５
８

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
便
利 

病
児
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　

病
児
保
育
（
※
）
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

で
は
、
病
児
保
育
を
利
用
し
た
い
け
れ

ど
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
突
然
の
病
気

で
病
院
に
受
診
し
て
い
な
い
け
れ
ど
病

児
保
育
を
利
用
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
、
お
子
さ
ま
の
急
な
発
熱
・
嘔

吐
（
お
う
と
）
な
ど
の
病
状
で
病
児
保

育
が
利
用
で
き
る
の
か
な
ど
の
相
談
が

無
料
で
で
き
ま
す
。
保
護
者
の
方
が
安

心
で
き
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
医

療
的
判
断
は
行
い
ま
せ
ん
）。

　
「
病
児
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事

業
」
は
嘉
島
町
と
御
船
み
る
く
（
御
船

町
木
倉
）
の
事
業
で
す
。「
み
る
く
病

児
保
育
室
」（
６
時
か
ら
20
時
）
が
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
対
応
。
問
い
合
わ
せ
が
混
み

合
っ
て
い
る
場
合
、
時
間
が
か
か
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
事
前
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ア
ド
レ
ス
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

※
病
児
保
育
と
は
、
生
後
３
カ
月
〜

小
学
６
年
ま
で
の
お
子
さ
ま
、
風
邪
や

お
腹
を
こ
わ
し
た
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
水
痘
な
ど
の
感
染
症
に
か
か
っ
た

り
し
た
時
に
、
保
護
者
の
方
に
代
わ
っ

て
、
保
育
士
と
看
護
師
が
お
預
か
り
す

る
事
業
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

子
ど
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

「
地
域
の
子
ど
も
を
地
域
で
守
る
」
―

こ
れ
が
最
近
の
社
会
で
は
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
も
懸
念
さ
れ
る
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
件
数
は
年
々
増

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

加
し
て
い
ま
す
。
決
し
て
人
ご
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か

ら
守
り
、
社
会
か
ら
虐
待
を
な
く
す
に

は
何
が
で
き
る
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

児
童
虐
待
と
は

○
身
体
的
虐
待　

殴
る
、
蹴
る
、
た
た

く
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
戸
外
に
長
時
間

閉
め
出
す
な
ど

○
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱

い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

て
暴
力
を
振
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

○
放
置
や
養
育
拒
否
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
車
の
中
に
放
置

す
る
、
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に
連
れ

て
行
か
な
い
な
ど

○
性
的
虐
待　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
写
真
の

被
写
体
に
す
る
な
ど

《
虐
待
か
も
？　

と
思
っ
た
ら
通
告
す

る
！　

が
国
民
の
義
務
で
す
》

　

不
自
然
な
傷
痕
や
打
撲
に
よ
る
ア
ザ

が
あ
る
、
服
や
体
が
い
つ
も
汚
れ
て
い

る
な
ど
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
、
ご
自
身
が
出

産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
、
子
育
て

に
悩
む
親
が
い
た
と
き
、
た
め
ら
わ
ず

に
児
童
相
談
所
や
役
場
の
窓
口
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
１
本
の
お↑
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【
14
面
に
続
く
】

電
話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１い
ち
は
や
く

８
９
（
24
時
間
つ
な
が
り
ま
す
）

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

11
月
30
日
は
年
金
の
日

　

厚
生
労
働
省
で
は
高
齢
期
の
生
活
設

計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
と

し
て
、
語
呂
合
わ
せ
で
11
（
い
い
）
月

30
（
み
ら
い
）
日
を
「
年
金
の
日
」
と

し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

や
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
ご
自
身

の
年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
み
額
を

確
認
し
、
将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で

き
る
ほ
か
、
年
金
受
給
見
込
み
額
に
関

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ

く
か
、
熊
本
市
東
区
の
熊
本
東
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

　

御
船
保
健
所
で
は
、
無
料
・
匿
名
で

毎
週
木
曜
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

（
12
月
１
日
）
に
ち
な
み
、
２
日
（
月
）

〜
６
日
（
金
）
の
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
に
も
、
検
査
希
望
に
応
じ
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
免
疫
力
が
低
下

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
や
悪
性
の
腫

瘍
な
ど
が
現
れ
ま
す
。

　

感
染
か
ら
発
病
ま
で
、
数
年
間
の
潜

伏
期
が
あ
り
、
感
染
し
て
も
早
期
に
発

見
し
治
療
を
始
め
る
こ
と
で
、
発
病
を

予
防
し
た
り
、
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
切
な
人
へ
感
染
を
広
げ
な

い
た
め
に
も
、
一
度
は
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
検
査
は
、
採
血
だ
け
で
す
の

で
、
短
時
間
で
終
了
し
ま
す
。
検
査
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。

　
　

御
船
保
健
所

　
　
　
　
　

☎
２
８
２－

０
０
１
６

熊
本
県
外
国
人 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設

　

県
で
は
、
外
国
人
の
方
が
熊
本
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
多
言
語
に
よ

る
生
活
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
困

り
の
際
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
場
所　

県
庁
本
館
７
階（
国
際
課
内
）

○ 

相
談
時
間　

月
曜
か
ら
金
曜
（
祝
日
、

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　

８
時
半
〜
17
時
15
分

○
相
談
電
話

　

☎
０
８
０

－

４
２
７
５

－

４
４
８
９

　
　

熊
本
県
国
際
課　

　
　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
１
５
８

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退
共
）

制
度
は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
、
従

業
員
の
退
職
金
を
計
画
的
に
準
備
で
き

る
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
制
度
の
し
く
み

　

事
業
主
が
中
退
共
本
部
と
退
職
金
共

済
契
約
を
結
び
、
毎
月
の
掛
け
金
は
事

業
主
が
指
定
し
た
預
金
口
座
か
ら
振
り

替
え
ま
す
。
従
業
員
が
退
職
し
た
と
き

は
、
中
退
共
本
部
か
ら
直
接
退
職
者
へ

退
職
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

○
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

・
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
（
一
部

対
象
外
と
な
る
場
合
あ
り
）

・
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
、
手
数
料
不

要・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や
家
族
従
業
員

も
加
入
可
能

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　

☎
０
３－
６
９
０
７－

１
２
３
４

11 月 の納税等 12 月の納税等 夜 の 税 務 相 談

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑦　期介護保険料
保育所利用料………… 11月分
町営住宅使用料……… 11月分
下水道使用料………… 10 月分
納期限日（口座振替日）
　　12月２日（月）

固定資産税……………　④　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑧　期介護保険料
保育所利用料………… 12月分
町営住宅使用料……… 12月分
下水道使用料………… 11 月分
納期限日（口座振替日）
　　12月25日（水）

毎月　第４水曜日
午後６時～午後８時

11月27日
12月25日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

↑

12
月
１
日
は 

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
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ご
注
意
く
だ
さ
い

認
定
こ
ど
も
入
園
説
明
会

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
嘉
島
町
立
嘉
島

幼
稚
園
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
入
園
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
移
行
初
年
度
の
入

園
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
生
ま
れ
以

前
の
年
少
児
ま
で
の
受
け
入
れ
と
な
り

ま
す
（
年
少
少
の
受
け
入
れ
は
行
い
ま

せ
ん
）。

　

新
規
入
園
を
検
討
さ
れ
る
場
合
、
と

き
わ
幼
稚
園
（
熊
本
市
）
に
11
月
20
日

（
水
）
ま
で
に
電
話
で
事
前
申
し
込
み

の
上
、
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
町
立
幼
稚
園
の
民

営
化
に
伴
っ
て
実
施
す
る
説
明
会
で
、

来
年
度
以
降
は
広
報
で
の
お
知
ら
せ
は

予
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

入
園
説
明
会

○
日
時

　

11
月
23
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
（
受
け
付
け
午
前
９
時
半
〜
）

○
会
場　

　

町
民
会
館
２
階
大
会
議
室

○
申
込
先

　

と
き
わ
幼
稚
園

　
　
　

☎
３
６
２

－

０
３
１
２

○
申
し
込
み
受
付
期
間

　

11
月
11
日
（
月
）
〜
20
日
（
水
）

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

下
水
道
使
用
料
の
算
定

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
、
毎

月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員

に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
町

外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入
院
、

単
身
赴
任
、
自
宅
以
外
か
ら
通
学
す
る

学
生
な
ど
）
に
つ
い
て
は
使
用
料
の
減

免
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式

に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

　

減
免
希
望
の
方
は
、
役
場
建
設
課
下

水
道
係
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
に
戻
ら
れ
た
場
合
は
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い
場

合
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
料
金
徴
収
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－
２
６
１
９

飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

　

法
令
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬

の
飼
い
主
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

毎
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の

間
に
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
集
合
注
射
は
春
だ
け
の

実
施
と
な
り
４
月
23
、
24
日
に
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
秋
に
注
射
を
受
け
さ

せ
て
い
た
方
や
、
都
合
が
つ
か
ず
春
の

集
合
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
な
い
方
は
、

【
13
面
か
ら
続
く
】

か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
注
射
が
済
み
次
第
、

役
場
都
市
計
画
課
に
注
射
済
み
証
を
持

参
の
上
、
報
告
願
い
ま
す
。
な
お
、
交

付
手
続
き
に
５
０
０
円
必
要
で
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係　

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
９
７

犬
の
散
歩
時
の
マ
ナ
ー

　

犬
の
散
歩
の
マ
ナ
ー
違
反
に
困
っ
て

い
る
方
か
ら
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
犬
の
散
歩
の
際
は
、
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
リ
ー
ド
を
必
ず
付
け
ま
し
ょ
う
！

　

放
し
飼
い
や
リ
ー
ド
を
付
け
な
い
散

歩
は
、
県
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
犬
が
人
や
ほ
か
の
飼
い
犬
に
か
み

つ
く
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
犬
を

嫌
い
な
人
や
犬
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち

の
方
の
こ
と
に
も
配
慮
し
、
交
通
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
必
ず
リ
ー
ド
に
つ

な
い
で
散
歩
し
ま
し
ょ
う
。

○
ふ
ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！

　

犬
の
ふ
ん
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責

任
で
す
。
散
歩
に
は
回
収
す
る
袋
な
ど

を
持
っ
て
出
掛
け
、
ふ
ん
は
必
ず
持
ち

帰
っ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
９
７

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

○
購
入
引
換
券
の
送
付
状
況

①
令
和
元
年
度
住
民
税
非
課
税
者

　

既
に
お
届
け
し
て
い
る
申
請
書
を
受

理
後
、
２
週
間
以
内
を
目
安
に
簡
易
書

留
で
送
付
し
て
い
ま
す
。
11
月
以
降
の

申
請
窓
口
は
、
役
場
企
画
情
報
課
で
す
。

　

※
申
請
期
限
は
12
月
27
日
（
金
）。

②
子
育
て
世
帯
（
平
成
28
年
４
月
２
日

〜
令
和
元
年
９
月
30
日
生
ま
れ
の
対
象

分
は
対
象
世
帯
へ
送
付
済
み
）

○
商
品
券
の
販
売
に
つ
い
て

・
販
売
窓
口　

嘉
島
町
商
工
会

　
（
嘉
島
町
役
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
販
売
期
間

　
　

〜
令
和
２
年
２
月
28
日
（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
　
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

※
商
品
券
の
購
入
時
、
町
が
送
付
し

た
購
入
引
換
券
お
よ
び
本
人
確
認
資
料

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）
が
必
要
。
同

居
家
族
分
で
も
、
購
入
引
換
券
に
氏
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
「
購
入
対
象
者
」

以
外
の
方
が
購
入
さ
れ
る
場
合
、
委
任

状
も
必
要
で
す
。

・
商
品
券
の
有
効
期
間

　
　

〜
令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）

・
取
扱
店
舗
（
事
業
所
）

　

一
覧
を
購
入
引
換
券
送
付
時
に
同
封
。

最
新
版
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
ほ
か
、
商
工
会
で
の
商
品

券
購
入
時
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

商
品
券
発
行
全
般　

役
場
企
画
情
報
課↑
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☎
２
３
７－

２
６
４
１

商
品
券
販
売　

嘉
島
町
商
工
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
７
３
４

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金 

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

・
時
間
額
７
９
０
円
（
10
月
１
日
〜
）

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の

事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　
　
　

☎
３
５
５－

３
２
０
２

「
く
ま
活
サ
ポ
ー
ト
」
登
録
者

　

県
と
県
内
企
業
な
ど
が
協
力
し
、
県

内
に
就
職
す
る
若
者
の
奨
学
金
返
還
や

Ｕ
タ
ー
ン
費
用
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

　

現
在
、
令
和
２
、
３
年
度
に
就
職
す

る
方
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
、
就
職
内
定

前
に
あ
ら
か
じ
め
制
度
に
登
録
（
無

料
）
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○
支
援
内
容
（
上
限
）

　

奨
学
金
返
還
支
援
額　

４
５
６
万
円

　

赴
任
費
用
等
支
援
額　
　
　

50
万
円

　
　

県
企
画
課　

　
　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
０
１
８

「
平
和
の
礎
」
追
加
刻
銘

　

沖
縄
県
の
平
和
祈
念
公
園
に
は
記
念

碑
「
平
和
の
礎
」
が
設
置
さ
れ
、
国
籍

を
問
わ
ず
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た
一

人
一
人
の
氏
名
が
刻
銘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
記
念
碑
へ
の
刻
銘
に
は
申
し
い
で

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

沖
縄
戦
お
よ
び
沖
縄
戦
に
関
連
す
る

作
戦
や
戦
闘
で
亡
く
な
っ
た
方
の
ご
遺

族
な
ど
で
刻
銘
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

12
月
３
日
（
火
）
ま
で
に
役
場
町
民
課

福
祉
係
に
申
し
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係 

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－
２
５
７
６

参
加
し
ま
せ
ん
か

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

12
月
８
日
（
日
）
午
前
８
時

○
会
場

　

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校

　
　
　
　
　
　
　

校
舎
玄
関
前
駐
車
場

　

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
５
８

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

11
月
21
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

全
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　

幼
光
保
育
園

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
６
０
１

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と

　
　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

熊
本
県
子
ど
も
・ 

若
者
よ
り
そ
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
い
ん

だ
！
」
と
誰
も
が
宣
言
で
き
る
街
・
熊

本
に
な
る
た
め
に
、
子
ど
も
・
若
者
支

援
の
最
前
線
の
取
り
組
み
と
、
今
の
若

者
の
生
の
声
を
聞
き
、
こ
れ
か
ら
本
当

に
必
要
な
支
え
と
は
何
か
、
全
世
代
で

考
え
ま
す
。

○
日
時　

11
月
30
日
（
土
）
13
時
〜
16

時
半
（
12
時
半
受
け
付
け
開
始
）

○
会
場　

県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
　
　
　
　
　

10
階
パ
レ
ア
ホ
ー
ル

○
費
用　

無
料

○
内
容　

第
１
部
・
講
演　

第
２
部
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー 

〜
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ 

こ
こ
ん 

〜

　
　
　

☎
３
８
７－

７
０
０
０

　
　
　
（
月
〜
金　

８
時
半
〜
21
時
）

メ
ー
ル

　

kowaka-cocon@
wind.ocn.ne.jp

Ｈ
Ｐ 

　

http://kow
aka-cocon.jp/

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
実
行
委

員
会
で
は
、
視
覚
障
が
い
が
あ
り
な
が

ら
も
お
笑
い
芸
人
と
し
て
全
国
で
活
躍

↑

【
16
面
に
続
く
】
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す
る
濱
田
祐
太
郎
さ
ん
に
よ
る
、
ネ
タ

と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
観

覧
は
無
料
で
す
が
、
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

12
月
14
日
（
土
）
13
時
か
ら

○
会
場　

県
庁　

地
下
大
会
議
室

　
　

 

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
実
行

委
員
会
（
県
障
が
い
者
支
援
課
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
２
３
５

松
橋
東
支
援
学
校
で
公
開
授
業

　

地
域
の
方
々
に
本
校
の
教
育
や
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
公
開
授
業
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
観
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

○
期
日　

11
月
18
日（
月
）〜
22
日（
金
）

※
18
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
か
あ
ち
ゃ
ん
ず
」
と
の
音
楽
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

○
時
間

・
小
学
部　

９
時
45
分
〜
10
時
30
分

・
中
学
部　

９
時
45
分
〜
10
時
35
分

・
幼
稚
部　

９
時
45
分
〜
10
時
30
分

○
会
場

　
　

熊
本
県
立
松
橋
東
支
援
学
校

　
　

☎
０
９
６
４－

３
２－

１
７
２
６

【
15
面
か
ら
続
く
】

休日当番医

11月10日（日）大久保耳鼻咽喉科医院（御船町） 
 ☎２８２－３９００

11月17日（日）香田整形外科（嘉島町） 
 ☎２３７－２８１１

11月23日（土・祝）小糸整形外科（御船町） 
 ☎２８２－００５０

11月24日（日）たなか内科眼科（嘉島町） 
 ☎２３５－７２３５

12月1日（日）さかた耳鼻咽喉科（嘉島町） 
 ☎２３７－４１３３

12月8日（日）よしむら内科・循環器科（嘉島町） 
 ☎２３５－７７７３

12月15日（日）からしま小児科（嘉島町） 
 ☎２３５－６３３３

募
っ
て
い
ま
す

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

○
募
集
人
員　

２
〜
３
人
程
度

○
受
験
資
格　

嘉
島
町
在
住
で
調
理
業

務
に
関
心
の
あ
る
方

○
職
務
内
容　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
し
、
給
食
調
理
業
務
に
従
事

○
任
用
予
定
期
間

　

12
月
〜
令
和
２
年
３
月

※ 

そ
の
後
１
年
ご
と
の
更
新
の
可
能
性

あ
り

○
勤
務
時
間　

８
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　

※
週
29
時
間
以
内

○
報　
　

酬　

日
額
４
８
６
８
円

※
社
会
保
険
加
入
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

○
選
考
方
法　

面
接

○
応
募
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参
ま
た
は
送
付
願
い
ま
す
。

○
受
付
期
間　
　

　
　
　

〜
11
月
22
日
（
金
）

※
持
参
は
土
日
を
除
く
８
時
半
か
ら
17

時
ま
で
。
郵
送
は
11
月
22
日
（
金
）
の

消
印
有
効
。

　

嘉
島
町
大
字
上
島
９
２
０
番
地

　
　

嘉
島
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
９
２
５

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
講
座

　

傾
聴
と
は
、
相
手
に
寄
り
添
い
、
思

い
に
耳
を
傾
け
、
思
っ
て
い
る
こ
と
や

感
じ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
、
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
で

す
。

　

今
回
、
町
民
を
対
象
に
「
傾
聴
」
の

意
義
・
役
割
・
必
要
性
の
認
識
を
広
め
、

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の
啓
発
・

普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。

○
日
時　

12
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
半

○
会
場　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階
大
会
議
室

○
講
師

　
　
　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
く
ま
も
と

　
　
　

岩
﨑
静
香
氏

○
参
加
人
数

　
　
　

 

50
人
程
度
（
町
内
の
方
で
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る

方
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
締
め
切
り　

11
月
27
日
（
水
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
９
８
１↑
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宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校 

生
徒

○
募
集
人
員　

30
人

○
応
募
資
格　

中
学
卒
以
上
（
令
和
２

年
３
月
に
中
学
・
高
校
卒
業
見
込
み
の

方
を
含
む
。
男
女
・
年
齢
不
問
）

○
修
業
年
限　

２
カ
年

○
出
願
書
類　

入
学
願
書
、
受
験
票

（
本
校
所
定
の
も
の
）、
調
査
書
、
卒
業

証
明
書
（
最
終
卒
業
学
校
の
も
の
）

○
受
験
料

　

１
万
５
０
０
０
円
（
出
願
時
に
納
入
）

○
願
書
受
け
付
け

　

11
月
18
日
（
月
）
〜
29
日
（
金
）

○
試
験
日
時

　

令
和
元
年
12
月
７
日
（
土
）

　

・
受
け
付
け　

８
時
45
分
〜

　

・
学
科
試
験　

９
時
半
〜

　

・
面
接
試
験　

13
時
半
〜

○
試
験
会
場

　

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校

○
試
験
科
目

　

①
筆
記
試
験　

　
　

国
語
・
数
学
（
中
学
卒
程
度
）

　

②
面
接

○
合
格
発
表　

12
月
13
日
（
金
）

　
　

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校

　
　

☎
０
９
６
４－

３
３－

７
４
７
４

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
元

年
度
第
３
回
試
験
が
次
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
試
験
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
試
験
の
種
類　

・
甲
種

・
乙
種
第
１
類
〜
第
６
類

・
丙
種

○
試
験
日　

令
和
２
年
２
月
２
日（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　
　

12
月
12
日
（
木
）
〜
19
日
（
木
）

・
電
子
申
請

　
　

12
月
９
日
（
月
）
〜
16
日
（
月
）

○
願
書
な
ど
の
配
置
場
所

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
県
支
部
、

熊
本
市
消
防
局
、
県
内
の
各
消
防
本
部

お
よ
び
県
総
務
部
市
町
村
・
税
務
局
消

防
保
安
課
（
11
月
11
日
以
降
）

　
　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

県
支
部

　
　
　
　
　

☎
３
６
４－

５
０
０
５

障
が
い
の
あ
る
方 

職
業
訓
練
生

《
パ
ソ
コ
ン
基
礎
習
得
科
》

○
受
講
対
象　

身
体
（
聴
覚
、
上
肢
、

下
肢
、
内
部
）、
精
神
、
発
達
、
難
病
、

高
次
脳
機
能

○
定
員　

８
人

○
内
容　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
初
級
か
ら
学
び
、
就

職
に
必
要
な
知
識
技
術
を
習
得
、
資
格

取
得
を
目
指
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

11
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
12
月
27
日
（
金
）

○
訓
練
期
間

　
　
　

令
和
２
年
２
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
４
月
30
日
（
木
）

○
経
費　

 

テ
キ
ス
ト
代
７
８
６
０
円

（
税
抜
き
）
程
度

○
会
場　

　

 

総
合
プ
ラ
ン
ト
（
熊
本
市
中
央
区
神

水
１
丁
目
38

－

10
）

《
在
宅
・
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
》

○
受
講
対
象　

身
体
（
視
覚
、
聴
覚
、

上
肢
、
下
肢
、
内
部
）、
知
的
、
精
神
、

発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

10
人

○
内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

自
宅
で
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識
な
ど
を

学
び
、
在
宅
の
仕
事
も
で
き
る
よ
う
目

指
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

〜
11
月
29
日
（
金
）

○
訓
練
期
間

　
　
　

令
和
２
年
１
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
３
月
24
日
（
火
）

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代
８
６
０
０
円

　
　
　
　
（
税
抜
き
）
程
度

○
訓
練
会
場　

　

自
宅
で
の
訓
練
。
実
施
事
業
所
は
有

限
会
社
ジ
ム
ラ
ン
ド

《
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
基
礎
科
》

○
受
講
対
象　

身
体
（
視
覚
、
聴
覚
、

上
肢
、
下
肢
、
内
部
）、
知
的
、
精
神
、

発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

10
人

○
内
容　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
基
礎
知
識
な
ど
を
習
得

し
ま
す
。

○
募
集
期
間　

〜
11
月
29
日
（
金
）

○
訓
練
期
間

　
　
　

令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
３
月
23
日
（
月
）

※
訓
練
は
月
曜
、
木
曜
の
18
時
半
か
ら

２
時
間
程
度
。

○
経
費　

 

テ
キ
ス
ト
代
３
７
０
０
円

（
税
抜
き
）
程
度

○
訓
練
会
場　

　

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
シ
ス
テ
ム
ラ
ン

ド
熊
本
校
（
熊
本
市
中
央
区
紺
屋
今
町

１

－

５　

Ｗ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
辛
島
公
園

ビ
ル
）

↑水質検査日程

12 月 ４ 日（水）
12月 18日（水）

※検査料金は 3300 円（税込み）に
10月から改定。詳細は嘉島町ホーム
ページまたは「広報かしま」９月号を
ご覧ください。

役場都市計画課環境係
☎２３７－２５９７（直通）

【
18
面
に
続
く
】
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熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　

☎
２
９
７－

９
９
１
５

　
　

詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

陸
上
自
衛
隊 

高
等
工
科
学
校
生
徒

◆
推
薦

○
資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込
み
含

む
）、
17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生

徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
収
め
、

学
校
長
が
推
薦
で
き
る
方

○
受
付
期
間　

〜
11
月
29
日
（
金
）

○
試
験
期
日　

　

令
和
２
年
１
月
５
日
（
日
）、
６
日

（
月
）
の
い
ず
れ
か
１
日

○
合
格
発
表　

１
月
16
日
（
木
）

○
入
（
校
）
隊　

４
月
上
旬

◆
一
般

○ 

資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込
み
含

む
）、
17
歳
未
満
の
方

○ 

受
付
期
間　

〜
令
和
２
年
１
月
６
日

（
月
）

○
試
験
期
日　

　

１
次　

１
月
18
日
（
土
）

　

２ 

次　

１
月
31
日
（
金
）
〜
２
月
３

日
（
月
）

○
合
格
発
表　

　

１
次　

１
月
24
日
（
金
）

　

最
終　

２
月
14
日
（
金
）

○
入
（
校
）
隊　

４
月
上
旬

※
な
お
、
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
に

つ
い
て
も
、
年
間
を
通
じ
て
募
集
中
で

す
。

　
　

自
衛
隊
宇
城
募
集
案
内
所

　
　

☎
０
９
６
４－

２
３－

２
０
４
７

放
送
大
学
４
月
生

　

放
送
大
学
は
令
和
２
年
度
第
１
学
期

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
は

テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
11
月
26
日

〜
令
和
２
年
２
月
29
日
、
第
２
回
は
３

月
１
日
〜
３
月
17
日
。
資
料
を
無
料
で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請

求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
３
４
１－
０
８
６
０

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

12
月
5
日
に
無
料
人
権
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
相
談
相

手
で
す
。
12
月
５
日
に
無
料
人
権
相
談

所
を
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
開
設
す
る
な

ど
特
設
、
常
設
の
相
談
所
で
面
談
か
、

電
話
に
よ
る
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
国
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意

識
を
高
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

啓
発
活
動
も
。

　

被
害
者
か
ら
「
人
権
を
侵
害
さ
れ

た
」
と
い
う
申
告
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
、
人
権
侵

犯
事
件
の
調
査
・
処
理
に
携
わ
り
、
当

事
者
の
利
害
・
主
張
の
調
整
を
行
う
な

ど
、
事
案
の
円
満
な
解
決
を
図
り
ま
す
。

○
嘉
島
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
服
部
秀
月
氏　

下
仲
間
１
２
９
６

・
飯
田
鋭
之
氏　

上
島
２
６
８
８

－

１

・
牛
嶋
た
け
子
氏

　
　
　
　
　
　

北
甘
木
２
１
２
４

－

１

・
西
川
英
二
氏

　
　
　
　
　
　

上
六
嘉
１
０
１
１

－

２

○
常
設
の
相
談
窓
口

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

○
無
料
人
権
相
談
所　

・
日
時　

12
月
5
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

10
〜
15
時

・
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

無
料
の
登
記
相
談 

予
約
制
で
す

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
が
、
倒
壊
し

た
建
物
の
登
記
や
土
地
・
建
物
な
ど
の

売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
の
相

談
に
無
料
で
対
応
し
ま
す
。
事
前
の
予

約
が
必
要
で
す
。

○
日
時　

11
月
14
日
（
木
）

　

10
〜
16
時
（
12
〜
13
時
除
く
）

○
会
場　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階

　
　

熊
本
地
方
法
務
局

　
　

不
動
産
登
記
部
門

　
　
　
　
　

☎
３
６
４－

２
１
４
５

　

※ 

音
声
案
内
②
を
押
し
、「
御
船
相

談
予
約
」
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い

生
活
衛
生
関
係
営
業
者
の
方
へ 

経
営
相
談
室

　

経
営
、
融
資
、
税
務
関
係
の
相
談
に

専
門
相
談
員
（
中
小
企
業
診
断
士
、
経

営
指
導
員
）
が
対
応
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
25
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
14
時

○
会
場　

御
船
保
健
所

　
　

県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
３
６
２－

３
０
６
１

　
　
　

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

11
月
27
日
（
水
）
弁
護
士

　

12
月
18
日
（
水
）
弁
護
士

【
17
面
か
ら
続
く
】

　↑
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※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電

話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員

（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

２
階
会
議
室

○
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
９
８
１

　

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
町
で
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

↑

○
ネ
ッ
ト
ス
ト
ー
カ
ー
と
は

　

利
用
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
、

会
っ
た
こ
と
も
な
い
人
か
ら
突
然
「
付

き
合
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
ら

ど
う
し
ま
す
か
？　

断
っ
て
も
執
拗

（
し
つ
よ
う
）
に
書
き
込
み
や
連
絡
を

し
て
き
た
り
、
さ
ら
に
個
人
情
報
を
調

べ
て
つ
き
ま
と
う
よ
う
に
な
っ
た
り
し

た
ら
？

【
事
例
１
】

　

ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
で
知
り
合
っ
た
人
と

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
で
や
り
取
り
し
て
い

た
。
大
規
模
災
害
の
影
響
で
疎
遠
に
な

り
、
今
後
は
お
互
い
に
連
絡
を
取
ら
な

い
と
決
め
た
が
、
そ
の
後
も
大
量
の

メ
ー
ル
を
送
っ
て
き
た
。
何
度
も
繰
り

返
す
の
で
、
や
め
る
よ
う
強
く
言
っ
た

と
こ
ろ
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
脅
し
と
も
と
れ
る
メ
ー
ル
が

届
き
、
さ
ら
に
個
人
情
報
を
公
開
す
る

と
言
わ
れ
、
実
際
、
私
に
な
り
す
ま
し

た
ブ
ロ
グ
が
勝
手
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。

【
事
例
２
】

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
ら
な
い
人
か
ら
友
人
申

請
が
あ
り
承
諾
し
た
ら
、
一
方
的
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
つ
け
て
く
る
よ
う

に
な
っ
た
。
怖
い
の
で
無
視
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
相
手
は
「
付
き
合
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
返
事
を
寄
こ
せ
」「
お
前
の

悪
い
う
わ
さ
を
流
し
て
や
る
」
と
言
う

よ
う
に
な
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
つ
な
が
っ

て
い
る
私
の
友
人
や
会
社
関
係
の
人
に

ま
で
私
の
情
報
を
聞
き
回
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

○
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

面
識
の
な
い
人
が
ネ
ッ
ト
ス
ト
ー

カ
ー
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
投
稿
さ
れ
た
画
像

一
つ
で
、
時
に
は
撮
影
場
所
や
当
時
の

状
況
、
趣
味
、
行
動
範
囲
な
ど
が
分
か

り
ま
す
。
顔
写
真
の
投
稿
は
特
に
注
意

し
、
個
人
を
特
定
さ
れ
や
す
い
内
容
は

投
稿
を
控
え
、
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た

人
に
は
必
要
以
上
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

伝
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

Ｉ
Ｄ
乗
っ
取
り
や
情
報
漏
え
い
を
防

ぐ
た
め
、
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
は
定
期

的
に
変
更
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
は
中
高
生
が
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
ネ
ッ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
い

な
い
か
、
保
護
者
の
見
守
り
が
必
要
で

す
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

使
っ
た
つ
き
ま
と
い
も
対
象
に
し
て
お

り
、
罰
則
も
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス

ト
ー
カ
ー
被
害
を
受
け
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
ネ
ッ
ト
ス
ト
ー
カ
ー
か
ら
身
を
守
る
》

見
守
り
新
鮮

情
報
11
月
号

　嘉島町の成人式が年明け令和 2年１月
12日（日曜）、町民会館ホール「アクア」
で開かれます。
　対象となる新成人は、平成 11年４月２
日～翌 12年４月１日生まれの町内居住お
よび町出身の皆さんです。
　開式は同日午前 11時。式典に引き続き、
記念写真の撮影を予定しています。なお、
嘉島町に住民票がない場合、事前に町教
育委員会☎ 237‒0058までご連絡願います。

年明け１月12日に
嘉島町成人式

　

今
年
１
月
の
町
成
人
式
か
ら
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♦　振り込め詐欺相談ホットライン
　　　☎　381-2567
♦　消費者ホットライン
　　　☎　188（いやや！）

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）

☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

「
ひ
の
く
に

　
　
　

ピ
カ
ピ
カ
運
動
」　

実
施
中
！

　

10
月
10
日
か
ら
来
年
１
月
31
日
ま
で

県
内
で
実
施
。
運
動
の
重
点
は
「
反
射

材
の
活
用
」「
前
照
灯
の
早
め
点
灯
と

上
向
き
点
灯
の
励
行
」
で
す
。
車
の
運

転
者
は
午
後
５
時
に
な
っ
た
ら
前
照
灯

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
・
自
転
車

も
暗
く
な
っ
た
ら
反
射
材
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

○交通事故・刑法犯の発生状況 （件数）９月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
　
引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

R1.９ 4 71 0 0 2 0 0 0

R1累計 36 544 0 0 22 1 0 3

前年比 -14 +24 ± 0 ± 0 -2 -2 -1 -8

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

R1.９ 13 168 0 0 4 0 0 0

R1累計 121 1488 5 2 28 10 0 6

前年比 -26 -144 -5 ± 0 -3 -10 -3 -15

県内において、携帯電話のショートメール機能を使い、架空請求に関するメッセージが送
られてくるという事案が発生しています。
メッセージの内容は、「未納料金があります。本日中に電話ください」というものです。未

納料金の支払いを口実としてメールを送るのは詐欺の手口です。焦らずに落ち着いて対応し
ましょう。
架空請求以外にも、息子の名前を名乗ってお金を要求するオレオレ詐欺や、警察官を名乗っ

てキャッシュカードの枚数や貯金残高などを聞き出す不審電話の相談も相次いでいます。

●　身に覚えのない請求には応じない
●　返信したり、記載されている電話番号に電話をかけたりしない
●　電話で個人情報を教えない
●　キャッシュカードや現金を第三者に渡さない
●　一人で判断せずに、家族や警察に相談する
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秋の交通安全

安心へ運動展開

嘉
島
町
で
も

啓
発
多
彩
に

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
９

月
21
〜
30
日
）
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
、
嘉
島
町
は
じ
め
御
船

署
管
内
で
も
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

○
４
町
合
同
出
発
式

運
動
に
先
立
つ
20
日
、
益
城
町

交
流
情
報
セ
ン
タ
ー
ミ
ナ
テ
ラ
ス

で
開
催
。
嘉
島
町
な
ど
管
内
４
町

の
関
係
団
体
代
表
ら
が
悲
惨
な
交

通
事
故
の
根
絶
を
誓
い
、
町
の
交

通
指
導
員
や
老
人
会
、
交
通
安
全

母
の
会
の
参
加
者
ら
は
町
役
場
ま

で
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

○
街
頭
指
導

町
内
の
主
要
交
差
点
で
は
運
動

期
間
中
、
町
議
会
議
員
や
交
通
指

導
員
、
交
通
安
全
母
の
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
交
通
安
全
協
会
の
皆
さ
ん
が

横
断
旗
を
手
に
児
童
・
生
徒
ら
の

登
校
を
見
守
り
ま
し
た
。

○
啓
発
活
動

24
日
に
町
役
場
前
で
安
全
運
転

を
呼
び
掛
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
。
交
通
指
導
員
や
交
通
安
全

母
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
嘉
島
幼
稚

園
児
た
ち
と
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー

に
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

ま
た
期
間
中
、
町
内
小
中
学
校

の
通
学
路
に
安
全
を
呼
び
掛
け
る

横
断
幕
も
登
場
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者

ら
が
安
全
・
安
心
を
訴
え
ま
し
た
。

○
荒
木
町
長
も
〝
出
動
〞

26
日
朝
に
は
荒
木
町
長
も
町
内

一
円
を
巡
り
、
登
校
す
る
嘉
島
東
、

西
両
小
の
児
童
や
嘉
島
中
の
生
徒

の
登
校
を
見
守
り
。
町
長
か
ら

「
気
を
付
け
て
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
と
、
子

ど
も
た
ち
は
元
気
な
笑
顔
で
応
え

て
い
ま
し
た
。

全国地域安全運動にちなみ、荒
木町長はじめ嘉島町の関係者らが
参加した御船署管内の合同出発式
が 10 月 11 日、御船町カルチャー
センターで開かれました。
川辺信一署長が在熊のタレント
緒方由美さんに一日警察署長の委
嘱状を交付し、地元の保育園児た
ちが安心・安全まちづくり宣言を
行いました。引き続き、緒方さん
ら参加者は上島のイオンモール熊
本で子どもや女性を犯罪から守る
よう訴えるチラシなどを買い物客
らに配布しました。

御船署管内「全国地域安全運動」合同出発式
に参加した荒木町長と「一日警察署長」を委
嘱された在熊のタレント緒方由美さん

全国地域安全運動 嘉島でも安全・安心訴え

交通弱者　守ろう！
写真上は荒木町長も〝出動〟して街頭で見守った。
写真下は通学路の安全確保を訴える横断幕。町内
PTA代表の皆さんが呼び掛け
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嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○ 催しの正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。「アクア」の予約状況は、嘉島町ホームページ（公
共施設→嘉島町町民会館）でご覧になれます。

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。詳細は主催者へお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫ 9：00～ 22：00
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

各種大会等予定 10 月 17日現在

月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

11

17 日 第42回読売・トウヤ杯親善軟式野球大会 野球場 ８:00～ 読売・トウヤ杯親善軟式野球実行
委員会　24日も開催

17 日 KFA第54回熊本県サッカーリーグ１部 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会

23 土 第22回上・下益城郡町県職員親善軟式野球大会 野球場 ９:00～ 大会実行委員会

23 土 第３回未来へつなぐ企業対抗大運動会 競技場 ９:00～ 未来へつなぐ企業対抗大運動会実
行委員会　荒天の場合は24日

30 土 2019年度秋季第49回熊本学生野球大会寺原杯 野球場 ８:00～ 寺原自動車学校

30 土 第14回熊本県クラブユース（U－13）サッカー選手
権大会 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会

12

１ 日 KFA第54回熊本県サッカーリーグ１部 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会

７ 土 プロ野球選手とＪリーガーによる熊本地震復興支援
活動 野球場 ８:00～ 実行委員会

７ 土 同　　　上 競技場 ８:00～ 同　上

８ 日 第14回熊本県クラブユース（U－13）サッカー選手
権大会 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会

14 土 おくりもののくわはらクリスマスカップ 競技場 ９:00～ ブレイズ熊本

15 日 2019年度KFA第29回熊本県クラブユースサッカー
選手権（U－14）大会 競技場 ９:00～ 熊本県サッカー協会

21 土 上益城郡中学校サッカー新人戦 競技場 ９:00～ 上益城郡中学校体育連盟　22日
も開催

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

11 17 日 熊本県ひとり親家庭応援フェスタ 10:00 無料 熊本県ひとり親家庭福祉協議会
☎ 331 - 6735

12 １ 日 バレエスペースフューチャー発表会 15:00 無料 バレエスペースフューチャー
☎ 090 - 7458 - 3419

12 ７ 土 第 15回人権を考える町民の集い 10:00 無料 嘉島町教育委員会
☎ 237 - 0058

12 14 土 嘉島保育園発表会  ９:00 無料 嘉島保育園
☎ 237 - 1016

12 15 日 嘉島幼稚園生活発表会  ９:00 無料 嘉島幼稚園
☎ 237 - 5210

12 22 日 かしま太鼓保存会定期発表会 13:30 無料 かしま太鼓保存会
☎ 237 - 0119

嘉島町総合運動公園
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本
に
出
て
く
る
人
た
ち
が
に
ん
じ
ゃ
の

し
ゅ
ぎ
ょ
う
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
ろ

い
ろ
説
明
が
あ
っ
て
わ
か
り
や
す
い
で
す
。

「
に
ん
じ
ゃ
世
界
へ

　
　
　
　
　
タ
イ
ム
ワ
ー
プ
」

　原則、開館は火曜～日曜（９～
17 時）で月曜休館。ブックポスト
は休館でも利用できます。

　《11～ 12月の休館日》
11月 11、18、25日
12月２、９、16、23、28～ 31日

か し

好きな本 総選挙

ま
藤木　愛里
（嘉島西小５年）

☎ 237-0058

　
　

鍋
田　

ゆ
う
き

ネ
コ
が
か
わ
い
い
！

　

※
見
方　
「
好
き
な
本
の
タ
イ
ト

ル
」、
推
薦
し
た
人
の
名
前
・
ペ
ン

ネ
ー
ム
（
所
属
）、
イ
チ
押
し
の
ポ
イ

ン
ト
―
の
順
。（
敬
称
略
）

「
な
ぜ
？
の
ず
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
コ
」

「
ミ
ッ
ケ
」

米村　日和
（嘉島東小１年）

　
　

武
田　

陽
向

ね
っ
け
つ
キ
ャ
プ
テ
ン
の
え
ん
ど
う
ま

も
る
は
負
け
そ
う
に
な
っ
て
も
あ
き
ら
め

な
い
と
こ
ろ
が
お
す
す
め
で
す
。。

「
イ
ナ
ズ
マ
イ
レ
ブ
ン
」

　
　

り
い
さ

ま
ち
が
い
さ
が
し
が
楽
し
い
。

「
な
つ
み
は

　
　
　
な
ん
に
で
も
な
れ
る
」

◇
「
サ
ン
ト
リ
ー
文
庫
」
増
冊

　

嘉
島
町
図
書
室
（
町
民
会
館
）

の
同
文
庫
に
９
月
27
日
、
新
た
に

３
０
０
冊
余
り
が
加
わ
り
ま
し

た
。
大
型
絵
本
を
は
じ
め
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

こ
れ
で
２
年
前
の
文
庫
開
設
以
来
、

蔵
書
数
は
約
４
３
０
０
冊
に
上
っ

て
い
ま
す
。

◇
人
権
に
関
す
る
相
談　

嘉
島

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
随
時
、
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に

よ
っ
て
は
、
町
の
担
当
課
や
専
門

機
関
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
受
け
付

け
は
平
日
８
時
半
〜
17
時
15
分
。

同
セ
ン
タ
ー
（
嘉
島
町
上
六
嘉
９

１
７
）
☎
２
３
７－

０
４
６
４

　
　

も
り
田　

の
の
か

み
つ
け
る
の
が
た
の
し
い
。

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
　

　
　
　
　
　
　
つ
か
ま
る
！
」

　
　

宮
本　

晄
之
介

ゾ
ロ
リ
が
し
め
い
て
は
い
に
な
り
、
逃

げ
て
い
た
ら
、
け
い
さ
つ
が
つ
か
ま
え
、

ろ
う
や
に
入
れ
る
け
ど
、
ゾ
ロ
リ
た
ち
が

に
げ
る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
で
す
。

さ
い
ご
に
、
ね
た
と
こ
ろ
が
す
き
で
す
。

「
ジ
ュ
エ
ル
ペ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
て
ぃ
ん
く
る
」

　

天
皇
陛
下
の

退
位
、
即
位
に

当
た
っ
て
今
春

か
ら
執
り
行
わ

れ
た
一
連
の
宮

中
儀
式
に
参
列

し
て
き
た
荒
木

町
長
が
宮
内
庁

か
ら
受
領
し
た

記
念
品
が
嘉
島

町
民
会
館
に
展

示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

図
書
室
入
り

口
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
に
お
目

見
え
し
た
の
は
、
陛
下
が
国
内
外

に
即
位
を
宣
明
さ
れ
た
「
即
位
礼

正
殿
の
儀
」
な
ど
の
参
列
者
に
配

布
さ
れ
た
品
々
。古
式
に
の
っ
と
っ

た
装
束
の
陛
下
と
十
二
単
（
ひ
と

え
）
姿
の
皇
后
さ
ま
の
写
真
、
そ

し
て
陛
下
が
立
た
れ
た
「
高
御
座

（
た
か
み
く
ら
）」
と
「
御
帳
台
（
み

ち
ょ
う
だ
い
）」
の
写
真
な
ど
＝
写

真
。

　

荒
木
町
長
は
「
歴
史
が
移
り
変

わ
る
現
場
に
立
ち
会
わ
せ
て
い
た

だ
い
た
証
し
。
町
民
の
皆
さ
ん
も

ご
覧
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。
展
示
は
11
月
い
っ
ぱ
い

の
予
定
で
す
。

「即位礼正殿の儀」記念品
町民会館　今月いっぱい展示

臨時休館（蔵書点検）11月12～17日
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人権問題の正しい理解のために 〔その329〕

ちょっと考えてみませんか 　 嘉島中教諭　藤本　欣也

早速ですが皆さん、「人権」とは何でしょう？　簡単に言うと、人権とは「自分が自分ら
しく生きる権利」と言うことができます。ここで自分の家庭や学校・社会での生活を振り
返ってみましょう。自分の権利は主張し、大切にするけれど、他人には厳しい人がいません
か？　自分が面白いからといって、他人をいじめたり、からかったりしている人はいませ
んか？　人が嫌がる呼び方で呼んだりしていませんか？ その人の身体的特徴をばかにした
りしていませんか？　通りすがりに、嫌な言葉を言って、相手に不安な気持ちを与えたこと
はありませんか？　前の車をあおったり、自分勝手な運転をしたりしていませんか？　そう
した言葉や行動は、相手の方が自分らしく生きる権利を侵害してしまう可能性があります。 
そういうことを考えていくところから「人権」は意識され、守られていきます。
さて、11 月は人権旬間ということで、各学校では人権学習を行います。子どもたちは、
自分の身の回りを見つめて、だれか困っている友達はいないか、だれかに嫌なことをされて
いる友達はいないかを考えていきます。また、教材をもとに、どうしたら人権が守られる社
会をつくっていけるかを学び合います。この機会に皆さんも、嘉島町民全員が、また熊本県
民全員が、明るく楽しく過ごせる町、県、国になるように考えていきましょう。
最後に、下に挙げたのは人権を侵害している例です。それぞれの内容について振り返って
みてください。もし当てはまるようなことがあれば、今日から自分自身の行動を改めましょ
う。

　行動面や言葉のこと　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　◇　本人に責任のないことで差別すること
　◇　人の秘密を他人に話すこと
　◇　キモイ、うざいなど人のことをばかにする言葉を言うこと
　◇　うそのうわさを流すこと
　◇　だれかを無視すること 
　◇　集団で他人の方を見ながら指さしたり、笑ったりすること

　インターネットに関わる問題　　　　　　　　　　　　　　
　◇　メールやラインなどに人の嫌がるような書き込みをすること
　◇　他人になりすましてメールを送ること

人権侵害の例
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In Canada, it was Thanksgiving this past 
weekend. In Canada, Thanksgiving is on 
October 14th! I really enjoyed Thanksgiving 
as a child. It was also my mother's birthday 
on October 12th. My mom is now 58 years 
old. I celebrated Thanksgiving with my ALT 
friends in Amakusa. It was a lot of fun. 
Amakusa is very beautiful. You can see the 
mountains and the sea, which I enjoy a lot.
I also had the Junior High School Cultural 
Festival on Saturday, October 12th. It was a 
lot of fun. I really enjoyed the orchestra, 
along with the plays and the singing 
competition. All of the students at Kashima 
Junior High School are really talented. In 
elementary school, I played clarinet. It was a 
lot of fun. The weekend before the Junior 
High School Cultural Festival was the 
Kindergarten Sports Day. The Kindergarten 
Sports Day was on Sunday, October 6th. 
That was also a lot of fun. In Canada, we 
don't have Sports Day. I wish we did 
because I think Sports Day would be really 
good for the students .  I think the 
Kindergartners were very happy and 
energetic. Until next month!

　先週末カナダは感謝祭でした。感謝祭は
10 月 14 日に行われます。子どものころ、私
は感謝祭が本当に楽しかったです。また 10
月 12 日は母の誕生日でもあります。私の母
は現在 58 歳です。私は、天草でALT の友
達と感謝祭を祝いました。とても楽しかった
です。天草はとても美しく、山も海もあり、
たくさん楽しめます。
　また、10 月 12 日に中学校で文化祭があり
ました。とても楽しかったです。オーケスト
ラや演劇、合唱コンクールを本当に楽しみま
した。嘉島中学校の生徒たちは皆本当に才能
があります。私は小学生の時、クラリネット
を演奏していました。とても楽しかったです。
中学校文化祭の前の週末（10 月 6 日）は幼
稚園の運動会でした。それも、とても楽し
かったです。カナダでは、運動会はありませ
ん。運動会は本当に良いと思うので、私も参
加したかったのです。園児はとても楽しそう
で元気いっぱいでした。ではまた来月！

（10 月 17 日作成）

McIlvride Madeline Marie

Happy Thanksgiving!

幸せな感謝祭

外国語指導助手（ALT)

HELLO
Kashima

四
半
世
紀
余
り
前
の
写
真
で
す
。

両
親
の
結
婚
式
か
ら

海原をバックにポーズを決めてい
るのは？
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内山　由香
（滝河原）

喰
田
　
輝
夫
さ
ん
（
鯰
）

屋
根
屋
根
を
黄
色
に
染
め
る
い
ち
ょ
う
の
木
切
り
倒
さ
れ
て
今
は
ま
ぼ
ろ
し 

大
塚
シ
ズ
子

足
元
に
こ
ろ
が
っ
て
い
る
蝉
に
ま
だ
命
あ
る
ら
し
晩
夏
の
道
に 

川
原
　
涼
子

夏
草
の
し
げ
る
川
辺
に
昼
な
が
ら
転
が
る
よ
う
な
こ
お
ろ
ぎ
の
声 

北
澤
喜
美
子 

微
妙
な
る
大
き
さ
の
す
い
か
ひ
と
り
占
め
と
い
う
名
前
で
店
頭
に
あ
り 

工
藤

　
明
子

そ
の
辺
で
会
い
ま
せ
ん
か
と
友
の
声
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
を
待
つ
一
週
間 

栗
﨑

　
廉
子

皮
む
け
ば
指
を
伝
い
て
し
た
た
り
ぬ
今
年
の
梨
は
出
来
の
よ
さ
そ
う 

境
　
　
益
代

実
ざ
く
ら
の
広
が
る
枝
を
覆
い
た
る
自
然
薯
の
蔓
嫁
ひ
き
下
ろ
す 

津
出
ト
ヨ
子

青
虫
は
日
日
草
に
へ
ば
り
つ
き
小
さ
な
口
で
葉
を
食
い
尽
く
す 

冨
永

　
照
代

白し
ら
つ
ゆ露

の
光
を
の
ぞ
き
明
日
へ
行
く
思
い
め
ぐ
ら
す
希ゆ

め望
の
道
か
な 

西
岡
　
幸
止

白
妙
に
包く

る

ま
れ
泣
く
よ
嬰み

ど
り
ご児

は
小
さ
な
口
を
大
き
く
開
け
て 

林
　
ひ
ろ
み

夕
立
ち
の
涼
し
さ
残
る
も
み
じ
葉
を
し
ず
く
の
ひ
と
つ
ま
た
ひ
と
つ
落
つ 

橋
本
ユ
キ
子

ま
ん
じ
ゅ
う
が
食
べ
た
い
と
言
う
母
の
見
る
絵
本
の
地
蔵
な
ん
と
ふ
く
よ
か 

本
住

　
晴
美

体
幹
を
鍛
え
る
に
良
し
と
こ
と
さ
ら
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
を
行
く
夫 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

かしまの文化

永田　百花さん（嘉島東小３年）
「チャボ」

「
生
か
さ
れ
て
」
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10月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・辞令交付　・庁内常会
 ・熊本すぎかみ農場組合長来庁応対
 ・ハーベストネクスト来庁応対
 ・熊本県共同募金会赤い羽根伝達式
 ・際田俊一氏「国土交通大臣表彰」受章祝賀会
２日 ・四国４県町村長、議長大会
３日 ・北海道遠紋地区市町村議会議長会視察応対
 ・嘉島町体育協会役員会
４日 ・市町村長および市町村議会議長総務大臣表彰式
５日 ・自由民主党熊本県連合会各種団体からの要望聴取の会
６日 ・嘉島幼稚園運動会
７日 ・課長会議　・国土交通省九州地方整備局長来庁応対
 ・熊本県庁くらしの安全課来庁応対
 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁応対
 ・熊本県市町村総合事務組合議会
 ・熊本県町村会評議員会
９日 ・総合型地域クラブ会長来庁応対
 ・嘉島町地域包括支援センター運営協議会
 ・石川県中能登町区長会視察来庁応対
 ・上益城消防組合管理者会議
 ・上益城郡町長定例会議
10日 ・熊本銀行頭取来庁応対
11日 ・御船地区地域安全運動出発式
12日 ・上益城地域植樹祭　
13日 ・献穀事業抜穂祭
15日 ・課長会議

16日 ・全国土地改良大会
17日 ・熊本県共同募金会来庁応対　
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・熊本県商工会女性部レクリエーション大会
 ・獅子舞奉納
18日 ・全国町村会正副会長会、理事会
 ・町村行政未来戦略会議政務調査会
21日 ・課長会議　・献穀事業奉告祭
22日 ・ 即位礼当日賢所大前の儀及び即位礼当日皇霊神殿

に奉告の儀　・即位礼正殿の儀
23日 ・緑川改修期成会要望活動
24日 ・九水連意見交換会
25日 ・地方制度調査会総会　・饗宴の儀
28日 ・課長会議　・肥後銀行来庁応対
 ・熊本県庁国際スポーツ大会推進課来庁応対
29日 ・安全、安心の道づくりを求める全国大会
30日 ・献穀米供納
31日 ・町村監査功労者表彰式　・地方６団体代表者会議
 ・幼児教育、保有無償化PDCA協議会

　

令
和
元
年
度
の
折
り
返
し
と
な
る
10
月
、
消
費

税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
軽
減
税

率
導
入
で
複
雑
に
な
る
税
制
に
な
じ
む
に
は
時
間

が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
お
な
じ
み
の
「
赤
い
羽
根
」
共
同
募
金

運
動
も
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
台
風
15
号
に
続
き
、

19
号
の
猛
威
に
は
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
赤
い

羽
根
」
に
寄
せ
ら
れ
る
浄
財
は
各
種
災
害
の
被
災

地
支
援
の
原
資
に
も
充
て
ら
れ
ま
す
。
町
で
も
被

災
地
の
た
め
の
支
援
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
早
大
大
学
院
の
片
山
善
博
教
授
が

講
演
の
た
め
来
町
。
鳥
取
県
知
事
や
総
務
大
臣
な

ど
歴
任
さ
れ
た
片
山
氏
は
自
治
省
（
現
総
務
省
）

職
員
時
代
に
熊
本
県
へ
出
向
、
財
政
担
当
と
し
て

嘉
島
は
じ
め
県
内
の
全
市
町
村
を
巡
ら
れ
た
と
か
。

講
演
で
、
地
方
と
国
の
財
政
の
先
行
き
を
懸
念
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
健
全
財
政
へ
町
一
丸
」
と
の
自
戒
を
込
め
、

今
号
の
特
集
は
町
の
決
算
で
す
。　
（
11
月
１
日
）

「赤い羽根」共同募金運動が始まり、「空の第一便」
伝達式に臨んだ荒木町長

献穀事業で行われた稲刈り「抜穂祭」

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
、
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

中
林　

幸
徳　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡
三
喜
男　

様

　

坂
﨑　

興
二　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡
章
子　

様　

　

藤
本　

愛　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡
道
子　

様

　

堀　

悦
男　

様
（
甲
佐
町
）

　
　
　

亡
滋
美　

様

　

西
岡　

伸
一　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡
タ
エ
子　

様

　

緒
方　

正
実　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡
明
美　

様

　

塚
本　

邦
子　

様
（
北
甘
木
）

　
　
　

亡
ス
ミ
子　

様

　

大
澤　

峰
夫　

様
（
熊
本
市
）

　
　
　

亡
國
廣　

様

　
　
　
　
　
　
　

10
月
15
日
現
在

意

輪
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嘉島町の人口動態
令和元年10月31日現在

（前月比）

人   口 9,540 人　

　男　　 4,648 人　

　女　　 4,892 人

世帯数　 3,661 世帯　（＋ 8）

　
熊
本
地
震
の
際
、
支
援
と
し
て
自

動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
貸
し
出
さ
れ
た

紺
色
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
、
通
称
「
青
ト

ラ
」。
そ
の
青
ト
ラ
が
先
日
、
任
務

を
終
え
て
大
阪
に
帰
っ
て
い
き
ま
し

た
。
運
転
が
苦
手
な
私
は
、Ａ
Ｔ
車

の
青
ト
ラ
に
助
け
ら
れ
、
毎
日
毎
日
、

何
百
個
も
の
パ
ン
や
お
に
ぎ
り
を
避

難
所
へ
運
び
続
け
た
こ
と
を
思
い
出

し
ま
す
。
支
援
元
や
青
ト
ラ
に
感
謝

し
つ
つ
、
ひ
と
つ
ず
つ
復
興
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
　（
宮
）

　（＋ 4）

　（＋ 3）

　（＋ 7）

　
嘉
島
町
の
滝
河
原
女
性
部
（
本

田
悦
子
部
長
）
は
９
月
29
日
、
手

芸
教
室
を
開
き
、人
形
作
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
同
部
は
互
い
に
親
睦
を
深
め
、

地
域
を
活
性
化
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
展
開
。
今
回
は
地
元

の
中
瀬
良
子
さ
ん
の
指
導
で
「
幸

せ
を
呼
ぶ
」
と
い
わ
れ
る
ピ
エ
ロ

の
人
形
作
り
。
最
高
齢
86
歳
を
含

む
参
加
21
人
は
「
令
和
の
時
代
も

皆
、
健
や
か
で
幸
せ
な
時
代
に
な

る
よ
う
に
」
な
ど
と
願
い
な
が
ら

手
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

〝
幸
せ
〞ピ
エ
ロ

☎

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

大
岩

　美
咲（
み
さ
き
）
ち
ゃ
ん

平
成
30
年
５
月
22
日
生

内
田

　晴
己（
は
る
き
）
く
ん

平
成
31
年
３
月
29
日
生

♪家族のみんなが大好き♡これからもいっぱい遊ぼうね！

「暮れゆく秋」
福本　シズ子さん（井寺）

ちぎり絵

今月のコレクション

ご両親：大岩　泰斗さん、美樹さん（西村）
♪お姉ちゃん、これからもいっぱい遊ぼうね。
ご両親：内田　寛己さん、悠香さん（上六嘉）

発行所 嘉島島町発行所 嘉島


